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政策提言の概要 

・少子高齢化の進展、人口減少社会の到来 
・吉野川市学校再編計画による学校の統廃合の推進 
・美郷地区の過疎化からの脱却、産業活性化の可能性 

【現状】 
・廃校に伴う施設の余剰 
・農業従事者の後継者不足 
・梅酒生産体制の限界 
【課題】 
・廃校の利活用の必要性 
・梅生産者及び梅出荷量の減少、耕作放棄地の増加 
・梅関連産業の更なる活性化 

「廃校の利活用と耕作放棄地の再生による地場産業の活性化」 
美郷地区を梅酒の聖地に！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・廃校の有効利活用 
・梅農家の育成 
・耕作放棄地の減少 
・梅酒製造量、販売量の増加 
・交流人口の増加 

梅の郷交流プラザ 
６次産業化の推進 

梅園の再生 梅酒の増産・販売 

販路拡大 
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作る 

売る 
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【提言１】 

インバウンドのサポート強化 

(1)外国人サポートセンターの設置 

(2)大学生の観光ガイド 

(3)ガイドブックの翻訳 

(4)フォトスポット等の整備 

 

現 

状 

分 

析 

政 

策 

提 
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① 唐津市の概要 

② 唐津市の観光資源 

③ 唐津市の観光状況 

④ 唐津市におけるアニメインバウンド 

⇒ 豊富な観光資源をもち、近年、アニメインバウンドにより外国人観光客が増加

しているにもかかわらず、国内観光客数の減少により全体の観光客数は伸び悩み、

観光消費額や観光滞在時間は少ないまま。 

目 

標 

課 
 

題 

【提言２】 

観光ルートのグレードアップ 

(1)市街地観光のグレードアップ 

  (2)郊外観光のグレードアップ 

 

 

 

①アニメインバウン

ドによる外国人観光

客への受け入れ体制

が不十分。 

 

②二次交通が整備さ

れておらず、豊富な

観光資源が活かしき

れていない。 

 

③体験型・目的型・

消費型の観光商品が

不足しているため、

観光消費額と観光滞

在時間が少ない。 

アニメインバウンドに伴うコンテンツツーリズムによって、恵まれた観光資源

を活かした観光政策を行うことにより、観光という手段で地域の活性化を図る。 

【目 標】 

① 外国人観光客を誘致する。 

② 観光消費額を増額する。 
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（３）観光施策整理 

（４）観光地の混雑状況 

（５）課題分析の結果 

課題分析 

（１）高岡版分散型ホテルを拠点とした周遊観光とは 

（２）実施地域 

（３）周遊イメージ 

（４）実施体制 

（５）高岡版分散型ホテルの整備・運営 

政策提言 

（１）認知度の向上、リピーターによる観光入込客数の増加 

（２）周遊観光が生み出す滞在時間の延長による観光消費額の

増加 

（３）期待される経済効果 
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入善町の農業について 

入善ジャンボ西瓜について 

生産性の向上 

労働時間の削減 

 

栽培面積の拡大 

入善ジャンボ西瓜実証プロジェクト 

実証実験・スマート農業導入・普及 

 

過大な労働時間 

栽培面積の減少 



「生きがいづくり事業の推進による 

高齢者の豊かなしあわせづくり」 

【指導教官】自治大学校 客員教授   西藤 公司 

 第２部課程第１８７期 第３班 

【リーダー】２２番 埼玉県 行 田 市 藤倉 敬士 

【班  員】 １番 北海道 栗 山 町 樋渡 哲也 

３４番 大阪府 岸 和 田 市 前田 英子 

３７番 兵庫県 赤 穂 市 中村 光男 

４３番 香川県 東かがわ市 戸阪 匡博 
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政策提言の概要 

 

 

  現 状 

課 題 

政 策 

提 言 

目標と 
効 果 

・要介護認定率の低下 

・介護給付費の削減 

・国、大阪府と比較すると高齢化が緩やかな岸和田市

だが、2040 年に向けて高齢化が進行していくため、

介護費の増加が見込まれる 

・岸和田市は、全国と比較すると要介護認定率が高い 

・高齢者を対象とした事業は、介護保険課、福祉政策

課、生涯学習課がそれぞれで行っている 

・参加者を男性に限定した事業           

セーフティドライブ講座／YAZAWA 倶楽部／ 

The おやじバンド／脳トレ 

・夫婦で参加しやすい介護予防事業             

お隣さんと百歳体操／サポーター養成講座 

・定年退職層の活用                     

市民農園活用事業／セカンドライフ応援団 

・民間事業者の活用                    

行け！メン倶楽部／水中散歩教室 

・各事業への男性の参加率 

・若い世代からの健康づくりと社会参加 

・いきいき百歳体操の地域による実施率の格差 



生活習慣病予防対策 

～都城市における糖尿病予防対策～ 

霧島山と都城市 PR キャラクター兼 PR 部長 ぼんちくん 

 【指導教官】 

 自治大学校客員教授 田谷 聡 

 【第２部課程第１８７期 政策立案 第８班】 

リーダー  50 番 田崎 裕士  （長崎県西海市） 

 31 番 大柴 純一  （山梨県韮崎市） 

 41 番 桑島 洋明  （山口県下松市） 

 42 番 隅田 紀正  （山口県平生町） 

 52 番 溝ノ口 幸秀 （宮崎県都城市） 
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１ 都城市の概要 

２ 糖尿病の現状 

３ 肥満の現状 

４ 特定健康診査の現状 

５ 特定保健指導の現状 

現   状 

１ 40～59 歳の特定健康診査の受診率が低い 

２ 40～59 歳の特定保健指導の実施率が低い 

３ 特定健康診査未受診者一人あたりの生活習慣病治療費が高い 

課題分析 

１ 提言「温泉施設を活用した糖尿病対策」 

２ 温泉施設の状況 

３ 提言の目標 

４ 事業内容 

事業１ 糖尿病の情報発信・啓発拠点の整備 

事業２ 糖尿病に関する意識の向上とデータの収集 

    事業３ 特定健康診査の受診率増加対策 

事業４ 特定保健指導の実施率増加対策 

 ５ 期待される効果 

 ６ ５年間の収支 

提言と効果 

政策提言の要旨 
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プラスチックごみ「０（ゼロ）」への挑戦

指導教官：関西学院大学法学部・大学院法学研究科教授 

金﨑 健太郎 

第２部課程第１８７期 第９班 

１５番 愛知県豊川市 杉本 陽平 

２３番 埼玉県所沢市 岩崎 智己 

３９番 広島県大竹市 浅田 幸政 

４０番 山口県山口市 藤本 竜夫 

５１番 熊本県荒尾市 大崎 圭介 
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政策提言の概要 

現

状

１． 日本のごみの総排出量は減少しているが、プラスチックごみの総排出量は減少してお

らず、一人あたりのプラスチックごみ廃棄量は世界第 2位である。 

２． 世界全体で年間 8百万トンを超えるプラスチックごみが海洋に流出している。 

３． 日本で排出したプラスチックくずをアジア諸国に輸出していたが、環境保全などを理由

に輸入規制され始めている。 

４． 国は、深刻な海洋汚染につながるプラスチックごみの排出を抑制するため、2020年に

レジ袋の有料化義務化（無料配布禁止）の法令を制定する方針を表明している。

５．所沢市では平成 30年 12月 20日に、市長が市職員に向けて「マチごと、プラスチック

ごみ削減」を宣言し、プラスチックごみの排出量抑制に向けて取り組んでいる。 

課

題

１．海洋プラスチックごみは増え続けており、特に微細になった「マイクロプラスチッ 

ク」が人体に取り込まれた場合、健康への悪影響が懸念される。

２．輸出できなくなったプラスチックごみを今後どのように処理するのか。 

３．地方公共団体として海洋プラスチック問題や資源循環に対応するため、あらゆ 

る政策を実施しなければならない。 

方
向
性 

１．買い物時マイバッグ利用率を限りなく１００％へ 

２．ワンウェイプラスチックごみを限りなく０へ 

政
策
提
言 

提言１ 買い物時マイバッグ利用率向上のための取組 

提言２ ワンウェイプラスチックごみ削減を促進するための取組 

効
果 

 

◆マイバッグ利用率の向上

◆環境意識の向上（環境にやさしいライフスタイルへの転換）



第２部課程 第１８７期 第４班 

自治大学校客員教授 西藤 公司 

１０ 松﨑 芳隆（稲沢市）  

２４ 藤本 雅人（狭山市） 

２６ 松永 匡史（伊勢原市） 

３３ 奥 登紀子（城陽市 ＊リーダー） 

３５ 髙田 槇子（八尾市） 
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現状分析 

課題の整理 

先行事例の 

確認 

政策提言 

期待される 

効果 

 稲沢市の地勢 

 人口動向 

 財政状況 

 稲沢市の施設に対する考え方 

 稲沢市教育施設長寿命化計画 
 稲沢市のプールの状況 

 学校プール 
・ 現状 

年間の使用期間は２か月のみ 

・ 課題 

今後の維持費や改修費に課題 

 茨城県鹿嶋市 
 （市民用と学校水泳授業用の共用型屋内温水プールを整備） 
 千葉県佐倉市 
 （民営スイミングスクールを活用した水泳授業の導入） 
 神奈川県海老名市 
 （学校プールを廃止、市営プールで水泳授業） 

 学校プール 
・ 小学校プールの廃止 

・ 学校授業の民営委託 

 

 

 施策実施までのスケジュール 

 学校プール 
・ 維持・管理費用の低減 

・ 小中学校授業のインス
トラクターによる充実 

・ 教員の負担減 

 市営プール 
・ 維持・管理費用の低減 

・ 施設数の適正化 

 

 

政 策 提 言 の 要 旨 

 市営プール 
・ 現状 

県内比で過剰なプール設置数 

・ 課題 

施設老朽化や維持費の問題 

 市営プール 
・ 市営プールの一部廃止 

・ 民営プールの一般開放事

業拡大 

・ 市営プールの有料化 

 

 

 



 

         

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【指導教官】 

自治大学校客員教授      藤島 昇 

【第２部課程 第１８７期 第５班】 

４番 青森県五戸町  橋本 智春 

８番 石川県金沢市  高島 大輔 

１１番 広島県江田島市 中田 慎一郎 

１４番 沖縄県南城市  玉城 克治 

２７番 新潟県十日町市 保坂 仁 
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1 

 

  
政 策 提 言 概 要 

現 

 

状 

○平成25年４月からのコミュニティバス運行以来、住民の細かなニーズに対

応し、路線の拡張を行ってきた 

○中山間地域には、生活物資を購入する場所がない 

○高齢者世帯の増加 

○中山間地域の冬期間の生活に不安を感じている世帯がある 

課 

 

題 

○住民ニーズに対応し、コミュニティバスの路線拡張を進めた結果、運行経

費が年々増加するとともに、路線が複雑化した 

○利用者数がほぼいない路線が存在する 

○生活物資を購入するためには、中心市街地まで行く必要があり、一部の中

山間地域に暮らす住民は、車に頼った生活をしている。そのため、高齢化

により将来的に車の運転が困難になり、利便性が悪くなることが想定され

る 

○中山間地域に暮らす住民にとって、冬期間の生活に支障をきたしており、

将来的にはますます困難になっていく 

政

策

提

言 

交通網の再編 新たな物流網の構築 

 

○コミュニティバスの再編 

○コミュニティバス路線を活用した配送サー

ビスの構築 

冬期共同生活の推進 

 

○空き家を利用した共同生活 

効  

 

 

果 

○コミュニティバス路線の減便・廃止により、行政コストの削減 

○再編した地域のコミュニティバス路線を活用した買い物配送サービスによ

り、買い物弱者解消と生活見守り支援 

○配送サービスと連動したシェアハウスによる、冬期間の高齢者に安全安心な

暮らしを提供 

○シェアハウスの活用で、新たなコミュニティの形成による地域の活性化 

 

コミュニティバスでつなぐ、人・もの・交通 

 

交通網の再編・物流網の構築 コミュニティ形成 
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